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<はしがき>
胸腺において､ Tリンパ球は造血系未熟細胞から分化し､成熟する｡多分化能造血幹細胞が
胸腺に移入するのか､あるいは′1､リンパ球系に系統分化が決定されてから胸腺へ移入するのか
末だ意見が分かれている｡また､造IflL幹細胞がどのような機構でT 1)ンパ球系へと決定されるのか､
少数のT細胞がどのような過程を経て選択され､成熟T細胞レパトアが形成されるのか明らかで
はないo
我々は､ CTSマウス(NOT)とsISter Straln･成熟′】､糾也が胸腺から移とtける機構が欠陥)を材
料にして､電子鋲微鏡や免疫組織学的手法を用いて､造lflL系未熟細胞の分離･同定を試みた0
-Eた､複数のマウス系統の胸腺を川いて､胸腺細胞の分化･選択過程を/))什物学的手法によっ
て明らかにした｡本研究朕越を通して､次cT)ような新しい知見を得た0
I, 1ノ,脚)の透過甘心Wl,Jj･貞を撮彩し､ CTSマウス胸腺Jji潤州こ′汁髄球から後骨髄球U'
段階城中球や好酸球がかな｡の頻度で観察できたo赤見球系(網状刺L球､成熟赤
IEILfR)およびFT.核鎌もIt托されたr潮泉で巨核球を電鵬でl服したのは初めてであり､ま
た多系統U)造LflL系未熟細胞を剛泉に認めたU)も例がないU造血を支持するサイトカイン
ヰ)じlrSマウス胸腺でRT一一,CR法で確認されたいこれらの鍼は胸腺には多分化能造血
桐凹胞が移入するという考えを文持するJ
hは=1#TrlB包U)レパトアはマウス系統間で大きく異なるが､初期の未熟T細胞レパトアは系
統間差がないD胸腺では､種に保存された遺伝的要矧こより｢選択前のレパトア｣が決定
されることが判明した｡
抗原認鋸帖であるCDI{3反の知鎖化がCL〕4SPおよびCD8S-)細胞群で起こることが初j
めて示されたD触鋸ヒの程度はCt)4Sl-で大きく､ MrlCに影響されることを解明したu
cT)H3上をU'如鋭化はV鎖に依存し､ V欄の構造的特徴がCr)R3長に影響するUこれら
の結果はTCRによる抗T,qllペプチトMHCの離故ではMllCが雨要な役割を果たすことを
示唆している｡
最後に､本課題遂行のために､日本学術振興会より2年間にわたって貴重な研究補助を受け､
研究が人幅に推進出来たことに対し､衷心からの感謝を申ししげます0
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